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１．目的 

 近年、環境配慮の観点からハイブリッド車（HV）や電気自動車（EV）の開発が盛んに行われており、    

より多くの電気を貯蔵できる二次電池が必要とされている。現行のリチウムイオン電池 (LIB) では、

一般的な正極活物質に結晶材料が使用される。例えば LiFePO4は約 160 mAh･g−1の放電容量を有する。

一方、アモルファス (amorphous) であるガラスは、マトリックス中に無数の原子サイズの空隙が存在

するため、結晶材料よりも多くの Li+ を貯蔵できると期待される。本研究では、15Li2O･10Fe2O3･5P2O5･

70V2O5ガラス(1) をベースに、VVもしくは FeIIIの一部を CrIIIで置換した新規正極活物質を開発し、充放

電容量および構造への影響について詳細に調査した。 

 

２．実験 

 15Li2O･10Fe2O3･5P2O5･xCr2O3･(70-x)V2O5 ガラス、および 15Li2O･(10-x)Fe2O3･5P2O5･xCr2O3･70V2O5

ガラス（x=0, 1, 3, 5）を作製するため必要量の試薬を精秤し、混合・溶融・急冷を経て、均質なガラス

試料を得た。これに適度に熱処理したものを正極活物質としてコイン型ハーフセルを作製し、電流 0.4 

mA、測定電圧 4.2～2.0 V の範囲で 10 サイクルの充放電試験を実施した。さらにガラス正極活物質の

構造について、X 線回折およびメスバウアー分光測定により明らかにした。 

 

３．結果および考察 

 Fig. 1 に示す通り、熱処理前はアモル

ファス構造でありガラスが得られてい

ることがわかった。一方、500 oC で 90

分熱処理することで結晶相の析出が観

察され、ガラスセラミックとなってい

る。熱処理後のガラスセラミック正極

活物質の放電容量は 280 mAh·g-1 を上

回った。発表ではメスバウアー分光測

定より観察されたガラス骨格構造の歪

みについても報告する。 
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Fig. 1. XRD patterns of (a) 15Li2O･10Fe2O3･5P2O5･

3Cr2O3･67V2O5 glass and (b) its glass ceramic 

prepared by annealing at 500 °C for 90 min. 
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